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　　　もう一人の王女







　愛する母を喪った時、オルナは絶望の淵にいた。

　オルナにとっては突然だった。母にとっては、『いつか来る』という予感があったのかもしれない。歴れっきとした王族である母を、兵士達は罪人のように連れ去ってしまったのだ。泣きながら手を伸ばすオルナに母も涙を流しながら、しかし何の抵抗もせず、目の前からいなくなってしまった。そして、彼女はオルナのもとに二度と帰ってくることはなかった。

　母は公務で『遠い場所』へ行ったらしい。教育係の者がそう言った。

　信じられるわけがなかった。それほどまでにあの時の兵士達はただならぬ雰囲気を纏っており、母の涙は今生の別れを覚悟していたものだった。

　悲しみに暮れながら、まだ何も知らなかった幼いオルナは母の所在を突き止めようとした。

　臣下達に聞いても何も教えてもらえず、父である王には会わせてすらもらえない。まともな問答を諦めたオルナは何か記録が残っていないか書庫を訪れ、そこでたまたま声をひそめる文官達の密談を聞いた。

　母は『生贄いけにえ』に捧げられた。

　尊い犠牲を払って、楽園の余命はまた伸びる。我等は何も間違っていない。

　まるで罪悪感から逃れるような会話からは全容を知れなかったが、母が帰らぬ人となったことをオルナは理解した。文官達が去るまで部屋の隅に身を隠したまま、全身の血が氷のように冷たくなっていくことを感じた。とても広い、もう一人だけの部屋に戻った時、オルナは滂沱ぼうだの涙を流した。

　ようやく涙が枯れたオルナは最初、王を憎んだ。

　文官達の話は碌ろくに理解できなかったが、ラクリオス王はこの国にまつわる事柄の全ての決定権を持つ。それが王というものだ。故に彼が何も知らぬ筈はない。血を分けた実の父こそ母を犠牲とやらに変えたのだ。

　オルナは衝動の言いなりとなった。夜な夜なナイフをもって玉座の間へ忍び込み、王が一人になるのを待って、刺し殺そうとしたのだ。母の死を知り、それほどまでに彼女は絶望の淵にいた。

　しかし、そこで見たのは、父王の涙だった。

　兵や臣下を追い出し、玉座から砕けるように滑り落ち、床に縋すがりつくがごとく身を伏せながら、ラクリオス王は声を上げ泣いた。

　父と、隠れた自分の二人きり。人払いされた広間で絶好の機会だったにもかかわらず、オルナはとうとう刃を父の体に突き立てることはできなかった。

　混乱と動揺が少女を支配した。

　王家が隠す闇を知るには彼女は幼く、そして文官を始め多くの者はオルナをいざとなった時の『生贄の候補』として捉えており、無知な羊でいることを望んでいた。オルナの味方は誰一人としていなかったのである。

　オルナは、そこから真実を知ろうとした。

　母に何があったのか、父は何故慟哭どうこくの声を上げていたのか。

　しかし思ったより早く、それは知れた。

　愛妻を喪うしなった衝撃から正気を失った王が、次々と臣下達を粛清し始めたのである。

　主に文官達を捕えて母の時と同じようにどこかへ連れ去っていった。その中にはオルナが書庫で会話を盗み聞いた者達も含まれていた。事態の急変にオルナが付いていけないでいると、当時の宰相が泣きついてきた。

　王家の秘密を全て話す、だからどうか愛娘まなむすめたる貴方の言葉で王を止めてくれ、と。

　宰相の口から語られた内容は、当時のオルナにとってあまりにも衝撃的過ぎた。

　楽園の真の秘密。

　『ミノス将軍』の正体。

　そして粛清しゅくせい対象にある臣下達に降りかかっている危機。

　今まさに彼等は王命によって、『ミノタウロス』の胃袋へ送られているのだという。

　大の大人が小さき自分に泣き喚わめく。そんな異様な光景を前にオルナは葛藤した。

　目の前の男は言わば母を『生贄』に捧げた首魁しゅかい。犠牲を強要された王が正気を手放したように、オルナが復讐すべきは彼だ。だが、人の手で化物に喰い殺させるなどという所業が、本当に許されるのか。そもそも真に罰されるべきは国という『百』のために『一』を切り捨て続けてきた王都と、王家そのものなのではないのか。

　小さい肩には重過ぎる責任と懊悩おうのうがオルナを苛んだ。そしてオルナが葛藤しているうちに、泣き叫ぶ宰相は捕えられた。オルナが止める前に、彼は『ミノタウロス』の餌となったのである。

　オルナは何も決められなかった。何も選択できなかった。

　そして呆然自失しているうちに、彼女を護る『鳥籠』が築き上げられた。

　愛する妻とうり二つの娘──『最愛』を二度と喪わせまいとするラクリオス王はオルナの素性を知る者を徹底的に排除したのだ。騎士長を始め、忠誠を誓う武官以外の者は王城から姿を消した。ラクリオス王は当時既すでにオルナに救われていたエルミナとも結託し、歳月をかけて『王女オルナティア・ラクリオス』ではなく王の客人『占い師オルナ』という人物を新たに作り出したのである。彼女の自由と引き換えにしながら。

　王も、エルミナも、あまりにも病的だった。あまりにも極端だった。

　彼等はオルナに迫る脅威を欠片も許さなかった。オルナは自分のせいで流れる血に罪悪感を抱かぬ日はなかったし、何度も吐瀉物としゃぶつをぶちまけたりもした。王とエルミナにもやり過ぎだと抗議したことは数えきれない。しかし、その度に彼と彼女は言うのだ。

「もう、誰も信じられぬ。もう、最愛おまえを二度と奪わせぬ」

「私が死からお前を遠ざけてやる。何に代えても」

　王は昏くらい眼で、エルミナは無感動の瞳で、そう告げるのだ。

　母を喪って慟哭を上げる王の姿を見ていたオルナはもう、父を止められないと悟った。

　自分が与えてしまった温もりのせいで涙を流し、オルナだけが全てとなった偽りの姉エルミナを拒絶すれば今度こそ壊れてしまうと、そうも直感した。

　何より王達の判断は正しくはなくとも間違ってはいなかった。

　王の独裁を止めようと、生き延びた文官達の手先がオルナの拉致らちを企んだことは数えきれない。オルナは何度も危険な目に遭った。その度に王は激怒し、エルミナは狼藉者どもを冷酷に抹殺した。王城はいつの間にか、血の跡と香りが染みついた異城いじょうと化していた。

　何より、かつてのラクリオス王家と同じように、『百』と『一』の天秤てんびんにオルナは苦悩し続けた。

　『ミノタウロス』の支配を失えば王都は一夜にして滅ぶ運命。部屋の窓から見える、青空の下で何も知らずに笑い合う民の姿に、オルナは何度も両手の指を頭にめり込ませた。あの平和な光景を血と臓物の宴に塗り潰す決断など、たかが王家の血が通っているだけの小娘にできようか。オルナは涙を流しながら、王家に縁ゆかりのある者達が『生贄』として次々と『ミノタウロス』のもとへ送られる様を、傍観することしかできなかった。

　そして、オルナは無気力となった。

　笑顔は消え、王を恨み、エルミナを嫌悪し、偽りの楽園を呪った。

　でき上がるのは絶望に殺された現実主義者リアリスト、厭世えんせい主義者にして宿命論者。

　オルナはいつしか、こんな醜悪な世界が早く滅ぶことを望むようにすらなった。

　一方で、気がかりもあった。

　オルナの異母姉妹、アリアドネである。

　小さい頃に自己紹介を済ませたが、アリアドネの物心がつく前の出来事だ。彼女の方はオルナのことを覚えていないだろう。ラクリオス王の最愛だったとはいえオルナの母は側室であり、アリアドネの母は正妃、王城の中でも別々に暮らしていた。交流した回数は数えるほどとはいえ、オルナはまだ何も知らないアリアドネの身を案じていた。

　時を置かず、オルナの危惧きぐは現実のものとなる。

『ミノタウロス』に捧げられる『生贄』の周期が徐々に早くなっていることにオルナが気が付いた時、アリアドネは次の『ミノタウロス』の『生贄』として定められた。

　オルナはラクリオス王に猛反発した。無駄だった。ラクリオス王は王家という鎖に呪われ、国という『百』を選んでしまっている。自分という『一』を隠して守っておきながら抱える矛盾を糾弾きゅうだんしても、王の『最愛』への執着は揺るがなかったのである。

　オルナには手がなかった。無力な彼女にはアリアドネを助け出すことなどできない。自分が『生贄』になろうとしたとてエルミナに無理やり止められる。たとえ先に『生贄』になったとしても、『最愛』を二度も失ったラクリオス王は今度こそ破滅の化身へと果てるだろう。オルナが死んだ後でアリアドネを躊躇ちゅうちょなく『生贄』へ捧げるだけだ。

　あるいはもはや『生贄』など待たず、『ミノタウロス』を解き放って王都を滅ぼすかもしれない。自分こそが、『醜悪な魔物』と化したラクリオス王の最後の人間性を繋ぎ止めている『糸』なのだと自覚した時、オルナは出口のない迷宮ラビリンスに囚われていることを理解した。オルナには、アリアドネを救うことはできなかった。




　やがて王都の闇を知らされたアリアドネは、悲愴に取りつかれることになった。

　陰から見守るオルナに気付かず、死相を纏まとい、常に目を泣きはらしていた。運命という名の絶望が彼女の心を今も殺している。味方は無論いない。オルナと同じだった。いや、王達に守られているオルナより孤独な状況に彼女はいた。オルナの罪悪感は増し続けた。

　そして、ある日の夜、アリアドネが部屋から逃げ出した。

　何か状況を打破する手はないか王家の文献を読み漁っていたオルナは、それをたまたま目撃し、本を抱えたまま後を追った。少女が向かった先は、月の光が差し込む塔の最上階だった。

　見張りの兵を押しのけ、ここは去るように言って──どうせ少女二人が最上階から逃げることなど無理だと兵士達も悟り──開いている扉の隙間から中をうかがった。

　アリアドネは部屋の中央で座り込み、顔を両手で覆って、泣いていた。

　部屋の窓には鉄格子が嵌はめられており、彼女もまた『鳥籠』に囚われた存在、いや自分なんかよりよっぽど哀れな存在なのだと、はっきりと感じた。

　『生贄』を免れ、のうのうと守られている自分には姉と名乗り出ることはおろか気取きどることさえ許されない──そうずっと思っていたオルナの体は、少女の涙を見て、勝手に動いていた。

「……今夜は先客がいたのね」

「ぇ……？」

　声が震えていないか心配だった。

　王家の闇を知ってからというもの、死にかけている表情筋には感謝した。

　努めて無愛想の顔を浮かべるオルナは、さもたまたまを装って、少女の前を通り過ぎ、一つだけある机のもとへ向かった。

「あなたは……オルナ？」

「名を呼んでもらえるなんて光栄よ、王女様」

「……なにを、しているの？」

「読書よ。見ればわかるでしょう」

「こんな、塔の上で？」

「蝋燭ろうそくを無暗に使うと咎とがめられる。だから、城の中で最も月明かりが差し込むこの部屋に足を運んでいるの」

　返答は全てが嘘ではない。

　文献を読み漁る際、オルナはこの最上階の部屋を使っていた。

　彼女が偽っているのは、アリアドネとは他人ではないということ。

　王の情報操作通り、自分のことを凄腕の占い師だと思い込んでいるアリアドネに目を向けられず、気の利いた言葉もかけてやれず、オルナは開いた本に視線を落とした。文字などちっとも頭に入ってこなかった。オルナは自分の無能を呪った。

　何度も声をかけようとして言葉にならず、その度に誤魔化すように頁ページをめくった。

　衝動のまま飛び出し、一体何がしたいのか、自分でもわからなくなっていると、

「……毎晩、ここに来ているの？」

「ええ、毎晩よ」

「私も……ここに来ていい？」

　そう、尋ねられた。

　姉に手を伸ばす無垢むくな妹のように。

　頁をめくるオルナの手は、止まっていた。

「……お好きにどうぞ」

　オルナは、そう答えていた。

　相変わらず本の内容は入ってこない。ただこの頁ページをめくる音が、役立たずの唇に代わって彼女への子守歌になることを願った。

　やがてアリアドネは眠りに落ちた。

　傾いた小さな体が床に倒れ、胎児のように丸くなる。

　小さな寝息が聞こえてくる頃、オルナは静かに立ち上がった。

　彼女を起こさないよう近付き、膝を折って、その美しい金の髪を梳すいた。

　閉じられているアリアドネの瞼まぶたから涙が溢あふれ出す。

　驚いたオルナはしかし、目を伏せたまま、その涙も人差し指で拭った。

　オルナには、こんなことしかできない。

　自分から正体を明かし、希望を見せて、再び絶望に突き落とす惨むごいことを、選択できなかった。

　自分自身もまた罪人。

　何も止められず、何も動くこともできず。

　決して泣かないと決めている、泣く資格なんてないと吐き捨てている瞳を震わしながら、月の光が差し込む窓の外を仰ぐ。

　やがて惨めに、情けなく、儚はかない呟きを落としていた。

「誰か……私達を助けて」




　その言葉は聞き届けられる。

　あらゆる悲劇と惨劇を『喜劇』に変える道化が、彼女達の前に現れる。
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